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予
　
算

平成18年度内　町当初予算の概要をお知らせします。
内 町の平成18年度当初予算は、第1回内 町議会定例会で成立いたしました。一般会計予算の総額は73億8,700万円と

なりました。骨格予算として編成した平成17年度当初予算と比較しますと4.9％の増額、また平成17年度現計予算との比較で

は3.5％の減額となりました。また、一般会計・特別会計（水道事業会計除く）をあわせた総額は145億3,450万円となりました。

（※平成17年度現計予算：平成17年度3月補正後予算）

歳入では国の三位一体の改革により、国庫補助金の廃止、地方交付税の見直しなどが行われてきた結果、自治体の裁量で自由

に使うことのできるお金は、三位一体の改革が始まる前の平成15年度と比較すると、平成18年度では約4億円も少なくなっ

ています。

町債及び基金の取り崩しをまったく行わない場合、11億5千万円余りの歳入不足（赤字）を生じ、この額は歳出総額の15.6％

になります。

一般会計（歳入・歳出－構成比・対前年度伸び率）

町が特定の事業を行う場合、
利用者から徴収するお金

県が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金

国が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金

自動車重量税など国の税金の
一部を譲り受けるお金

事業推進のため
積立金から取り崩すお金

事業推進のための借入金

地方自治体の税源の
不均等を調整し、

どの地域においても
一定の行政サービスを
提供できるよう国から

交付されるお金

町民税や固定資産税等、
町民の皆さんが町に納めるお金

その他
4億474万3千円（5.5％）

諸収入
2億4,550万5千円（3.3％）

防火水槽、消火栓などの防火施設
の維持管理などに使うお金

防災対策や選挙などに使うお金

町債の返済に使うお金

小中学校や生涯学習、
体育・文化振興などに使うお金

道路や公園整備、
除雪対策などに使うお金

身体障害者・老人・児童福祉等
福祉事業に使うお金

その他
2億9,523万4千円（4.0％）

保健事業及びごみ処理などの
環境保全事業などに使うお金

歳入 歳出

町税
23億3,158万3千円
（31.6％）

地方交付税
20億2,500万円
（27.5％）

町債
6億6,790万円
（9.0％）

繰入金
4億8,260万2千円（6.5％）

地方譲与税
3億5,786万6千円（4.8％）

国庫支出金
3億4,708万1千円（4.7％）

県支出金
3億487万7千円（4.1％）

分担金及び負担金
2億1,984万3千円（3.0％）

民生費
20億2,735万8千円
（27.4％）

土木費
12億4,589万7千円
（16.9％）

教育費
10億9,996万6千円
（14.9％）

公債費
9億1,685万2千円
（12.4％）

総務費
8億3,163万4千円
（11.3％）

衛生費
7億3,565万3千円
（9.9％）

消防費
2億3,440万6千円（3.2％）

﹇
対
前
年
度
伸
び
率
﹈

﹇
対
前
年
度
伸
び
率
﹈

1.5％ 1.3％

△4.0％

△1.3％

10.4％

5.1％

11.5％

△23.1％

34.3％

30.2％

94.1％

20.7％

10.7％

△2.2％

△3.7％

16.3％

5.2％

△18.0％

予算総額　73億8,700万円

当初予算概要
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予
　
算 会 計 名

一 般 会 計

合 計

特

別

会

計

公共下水道事業特別会計

霊 園 事 業 特 別 会 計

土地区画整理事業特別会計

新エネルギー事業特別会計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

小 計

73億8,700万円

13億3,000万円

2,350万円

4億4,400万円

3,400万円

22億4,900万円

19億4,700万円

11億2,000万円

71億4,750万円

145億3,450万円

70億4,500万円

12億6,350万円

3,040万円

3億9,300万円

3,120万円

21億9,100万円

20億4,300万円

10億6,700万円

70億1,910万円

140億6,410万円

平成18年度当初予算 平成17年度当初予算 増減率

4.9%

5.3%

△22.7%

13.0%

9.0%

2.6%

△4.7%

5.0%

1.8%

3.3%

会 計 名

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

6億3,080万円

6億2,430万円

6,328万円

1億4,660万円

6億3,390万円

6億2,995万円

7,203万円

1億4,513万円

平成18年度当初予算 平成17年度当初予算 増減率

△0.5%

△0.9%

△12.1%

1.0%

「次世代育成環境の充実」
近年急速に進む少子高齢化、核家族化の進展や地域社会の変容、そ
して就業形態の変化等により、子育て環境は悪化傾向にあります。
内 町では子育て支援施策の充実を重要な課題として取り組みます。
○主な取組み
・町立の全保育所と全学童保育施設における土曜日の延長保育の
実施
・子育て支援センターの利用者増加に対応するセンター機能の充実
・乳児・児童医療助成制度の拡充ー対象年齢を小学校卒業までに
延長
・妊娠した段階からの子育て支援を受けることが出来る「マイ保育
園制度」の導入

「健康寿命延伸のための高齢者施策の充実」
内 町における高齢者の1人当り医療費は常に県内のトップクラスに
位置しています。高齢になっても健康に過ごすことが出来るよう生活
習慣病を予防するための保健活動の充実を図ります。
○主な取組み
・保健師や栄養士等のマンパワーの充実
・従来夕陽ヶ丘苑に附設する形態で運営されていた「在宅介護支援
センター」に代わり、規模・内容とも大幅に拡充した「地域包括支援
センター」を町において設置
・「シルバー人材センター」の機能の充実

「教育環境の充実」
将来の内 町を担う子ども達の為に、また健全な地域や社会を形成
する為に教育環境の充実を図ります。
○主な取組み
・小学校低学年における30人学級制度の導入
・小学校における外国語講師の配置
・鶴ヶ丘小学校校舎の耐震補強工事（平成17年度繰越事業）及び
内 中学校校舎の耐震関連工事の設計

・生涯学習活動・地域づくりの拠点施設整備の一環として、老朽化し
た宮坂公民館の建替え

「生活環境の整備と都市機能の充実」
町民の快適な生活環境づくり、都市基盤の整備を促進します。
○主な取組み
・湖西地区の下水道整備及び雨水浸水対策として大根布バイパス管
建設事業

・向粟崎地区の街なみ環境整備事業計画の策定
・宮坂南線をはじめとする幹線道路新設改良事業

人件費
（22.6％）

扶助費
（11.6％）

公債費
（12.4％）物件費

（16.9％）

合計
73億8,700万円

義務的経費

経常的経費

維持補修費
（1.2％）

補助費等
（10.8％）

普通建設事業費
（単独）（6.4％）

投資的経費

その他経費

災害復旧費
（0.0％）

普通建設事業費
（補助）（2.7％）

その他
（0.4％）

34億4,815万円

21億3,199万1千円

6億7,424万5千円

11億3,261万4千円

繰出金
（15.0％）

一般会計性質別内訳 一般会計・特別会計・水道事業会計
会計別歳入・歳出ー対前年度伸び率一般会計性質別表

平成18年度予算における重点施策

人 件 費：議会議員、職員（含特別職）、各種委員の報酬、給
料、共済費、退職金など

扶 助 費：乳幼児・障害をお持ちの方・高齢者に対する医療費
の助成など、社会保障の一環として援助する経費

公 債 費：町債（町の借金）の元金・利子、及び一時借入金の
利子

物 件 費：公共施設の管理や機器の保守など、内部業務にか
かる経費

維持補修費：道路など公共用施設の維持補修経費
補 助 費 等：各種団体へ交付される補助金、保険料、ごみ処理施

設の建設負担金など
普通建設事業費：道路・学校など公共事業に要する経費。18年度は

宮坂公民館、総合公園の整備などに使われます。
災害復旧費：災害によって生じた被害の復旧に要する経費
繰 出 金：一般会計から国民健康保険や老人保健などの特別

会計に支出される経費

用語の意味解説
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議
会
定
例
会

平
成
18
年
第
１
回
内

町
議
会
定
例
会

第
１
回
内

町
議
会
定
例
会
が
３
月
１
日（
水
）

か
ら
13
日（
月
）ま
で
の
13
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
提
出
議
案
48
件
の
う
ち
、
44

件
を
可
決
、
3
件
を
否
決
、
1
件
を
継
続
審
議
と
し

て
、
会
期
を
終
え
ま
し
た
。

【
提
出
議
案
】

◆
予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
17
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）﹇
専
決
処
分
の
承
認
﹈

補
正
額

５，
０
０
０
万
円

補
正
後
総
額

74
億
１，
６
８
８
万
円

・
大
雪
に
対
す
る
除
雪
経
費

○
平
成
17
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）﹇
専
決
処
分
の
承
認
﹈

補
正
額

８
３
３
万
７
千
円

補
正
後
総
額

74
億
２，
５
２
１
万
７
千
円

・
内

中
央
公
民
館
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
費
等

○
平
成
17
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

９
号
）

補
正
額

２
億
２，
６
１
２
万
７
千
円

補
正
後
総
額

76
億
５，
１
３
４
万
４
千
円

・
白
帆
台
地
区
保
育
所
建
設
費
、
鶴
ヶ
丘
小
学
校

校
舎
大
規
模
改
造
事
業
費
。

○
平
成
17
年
度
内

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）

補
正
額

△
６，
０
３
７
万
９
千
円

補
正
後
総
額

14
億
１，
３
６
９
万
８
千
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
17
年
度
内

町
霊
園
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

補
正
額

76
万
円

補
正
後
総
額

３，
７
９
６
万
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
17
年
度
内

町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補
正
額

△
５，
１
２
０
万
円

補
正
後
総
額

３
億
４，
１
９
２
万
２
千
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
17
年
度
内

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

補
正
額

△
２，
４
２
１
万
１
千
円

補
正
後
総
額

22
億
６，
３
７
５
万
６
千
円

・
保
険
給
付
費
の
減
額
等

○
平
成
17
年
度
内

町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

補
正
額

△
３，
１
４
９
万
円

補
正
後
総
額

20
億
２，
１
７
９
万
４
千
円

・
医
療
給
付
費
の
減
額
等

○
平
成
17
年
度
内

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

補
正
額

△
４，
０
５
１
万
８
千
円

補
正
後
総
額

10
億
４，
１
０
８
万
２
千
円

・
保
険
給
付
費
の
減
額
等

○
平
成
17
年
度
内

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

補
正
額

△
２，
４
８
５
万
８
千
円

補
正
後
総
額

11
億
４，
０
５
３
万
２
千
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
18
年
度
内

町
一
般
会
計
予
算
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
含
む
７
特
別
会
計
予
算
、

水
道
事
業
会
計
予
算

※
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

○
内

町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

・
国
民
保
護
法
の
制
定
に
伴
い
各
市
町
村
に
設
置

義
務
を
課
せ
ら
れ
た
協
議
会
設
置
の
た
め
の
条

例
の
制
定

○
内

町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
内

町
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定

・
国
民
保
護
法
の
制
定
に
伴
い
各
市
町
村
に
設
置

義
務
を
課
せ
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
設
置
の
た
め
の
条
例

の
制
定

○
公
益
法
人
等
へ
の
内

町
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

・
公
益
法
人
等
へ
の
町
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

必
要
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定

○
内

町
障
害
者
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定

数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
に
伴
い
、
各
市
町

村
に
設
置
す
る
障
害
者
介
護
認
定
審
査
会
の
委

員
の
定
数
等
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定

○
内

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の

条
例
の
制
定

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
平
成
18
年
４
月
よ
り
、
特
別
職
の
給
与
月
額
を

減
額

○
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
18
年
４
月
よ
り
給
与
月
額
を
減
額

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
国
家
公
務
員
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
改
正
に
準
ず
る
改
正

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
特
殊
勤
務
手
当
を
３
種
類（
現
行
16
種
類
）に
削
減

○
内

町
職
員
等
旅
費
条
例
の
一
部
改
正

・
職
員
の
日
当
及
び
支
度
料
の
廃
止

●
内

町
義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の
一
部

改
正

・
弾
力
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の
積
立
て
条

項
の
改
正

●（
仮
称
）高
齢
者
い
き
い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備

基
金
条
例
の
一
部
改
正

・
弾
力
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の
積
立
て
条

項
の
改
正

○
内

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
保
険
税
率
を
改
め
、
税
率
改
正
に
伴
う
保
険
税

の
減
額
措
置
の
所
要
の
整
備

○
内

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

・
地
下
水
採
取
に
関
す
る
許
可
申
請
手
数
料
を
改
正

●
内

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

・
入
館
料
等
の
改
正（
年
齢
区
分
及
び
免
除
要
件
）

及
び
休
業
日
、
入
館
時
間
の
改
正

○
乳
児
及
び
児
童
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

・
入
院
に
係
る
医
療
費
助
成
受
給
対
象
年
齢
を
満

12
歳（
現
行：

満
８
歳
）に
改
正

○
内

町
老
齢
者
医
療
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正

・
満
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
老
齢
者
医
療
助
成
金

の
支
給
割
合
を
改
正

○
内

町
長
寿
祝
金
条
例
の
一
部
改
正

・
長
寿
祝
金
及
び
祝
券
の
支
給
要
件
等
の
改
正

○
内

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
介
護
保
険
料
の
改
定
に
伴
う
改
正

○
内

町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

・
大
根
布
第
９
公
園
の
追
加

○
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
受
益
者
負
担
金
の
根
拠
法
令
の
追
加

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

○
内

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
内

町
茶
室
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
内

町
歴
史
民
俗
資
料
館
及
び
内

町
風
と
砂

の
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
内

町
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
内

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
指
定
管

理
者
の
指
定

◆
そ
の
他

○
内

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

◎
内

町
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

（
注
）○
は
可
決
さ
れ
た
議
案

●
は
否
決
さ
れ
た
議
案

◎
は
継
続
審
議
と
さ
れ
た
議
案
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介
護
保
険

麻しん・風しん混合予防接種に変わりました麻しん・風しん混合予防接種に変わりました

4月から　介護保険制度が新しくなります。
地域包括支援センターを中心とする介護予防を重視したサービスへ

支援や介護が必要な方の介護度は

一般の高齢者の方には

【満1歳～2歳未満のお子様で、3月までに麻しん・風しん予防接種を、一方のみを接種した場合】

混合予防接種の対象にはなりません。
残りの接種を希望される場合は任意接種になりますが、費用のみ町が負担をします。

お手持ちの接種券はご使用できませんので、保健センターまで必ずお申し出ください。
なお、任意接種による健康被害は、「予防接種法に基づく健康被害救済制度」の対象にはなりません。

【平成18年4月1日以降】

回数

麻しん風しん混合予防接種

2回

対象

第１期：満1歳～2歳未満
第２期：年長児の4月1日から翌年3月31日
※麻しん、風しん予防接種をいずれも接種していない方に限り
ます

現行 ４月から

【お問い合わせ先】 内 町保健センター（1２８６－６１０１）

【お問い合わせ先】 町民福祉部 介護福祉課 地域包括支援センター（1286-6703）

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

新予防給付
これまでの介護の必要度に「状態の維持・改善可能性」

の観点を加味して対象者を決定し、「可能性を提示し、可

能性に向けて自ら取り組む意思を引き出す」ことをポイン

トに、能力に応じた自立した生活の実現を支援していくこ

とを目標として提供されるサービスです。

4月からは福祉用具の購入は、県指定事業者
になります。

福祉用具販売事業者が指定登録制になり、

指定事業者以外での購入は、介護保険の支給

対象となりませんのでご注意ください。

住み慣れた地域で暮らし続けるために

地域包括支援センターを役場内に設置し、介護支援専門員・保健師等専門職員が、高齢者ご自身やご家族のさまざまな

相談をお受けし、地域における在宅生活の継続を支援します。

介護給付
これまでと同じ介護サービスを提供します。

要支援１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護１ 要支援２

対象のお子様には接種券を
送付いたします。

契約医療機関でお受けください。

介護予防事業
シルバー健診等の基本健診などで、生活機能の低下が指摘された

方に対して筋力向上トレーニング、栄養指導などを通して、介護に

なることの予防、軽減、悪化防止のためのサービスが提供されます。

また、いきいきサロン等の地域の健康づくり活動も支援します。
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

1976年、日本の三木武夫元首相と豪州のフレサー元総
理大臣が、「日豪友好協力基本条約」を調印しました。この条
約は両国間の相互理解、友好交流関係や協力などを強める
ために締結されました。日豪交流年は、日豪友好条約署名
30周年を記念し、芸術文化、教育、科学技術、スポーツや観
光などの分野でイベントやコラボレーション事業を通して、
両国間の友好協力がさらに強化、多様化していくことを目指
しています。
しかし、正式な外交関係や政府間の協議以外で日本とオ
ーストラリア間で、どのような繋がりがあるのでしょうか？こ
こで簡単に紹介します。
明治時代から、真珠産業で働くために、日本人ダイバーが
西オーストラリア州のブルーム（Broom）とクィーンズランド
州の木曜島（Thursday Island）にわたりました。日本人ダ
イバーたちが命を賭けて海底から高級真珠や白蝶貝を水揚
げする様子は、司馬遼太郎の「木曜島の夜会」にも描かれて
います。
1905年、愛媛県出身帝国議会議員の高須賀穣（たかす

が ゆずる）氏は家族と共にメルボルンに移住し、オースト
ラリアでは全く新しい農作物であった米の試験栽培を開始
しました。何年もの失敗を重ねて、やっとオーストラリアで
の稲作栽培が高須賀氏によって始められました。

第2次世界大戦のとき、オーストラリアは連合国側に参戦
し、本土も日本軍の攻撃を受け、日本と敵対関係に入りまし
た。戦時、ニューサウスウェールズ州であるカウラ（Cowra）
の強制収容所から、日本人捕虜の大脱走事件が起きて、
200人を超える日本人兵士が死亡しました。ちなみに、終戦
まで日本との戦争によって死亡したオーストラリア人は1万
7千人に上りました。
戦後しばらく、広島県呉市の連邦軍司令本部に駐留した

オーストラリア兵士は、約650人の日本人「戦争花嫁」を連
れてオーストラリアへ帰国しました。しかし、白豪主義のう
え、日本人に対して強い怒りを持っていた社会で、日本人は
酷く取り扱われたこともあったでしょう。
1970年代に入って、人種差別政策に対して国内から批判
の声が大きくなり、イギリスの影響も少なくなったため、白豪
主義が廃止されました。オーストラリアは初めて、アジア・太
平洋圏への歩み寄りを優先し、多数の国 （々日本も含めて）
からの移民を受け入れ、多文化社会に変身しました。
現在、日本はオーストラリアの最大輸出国であり、いろん

な面で重要なパートナーです。オーストラリアで日本語は人
気があり、多くのオーストラリア人（私を含めて）が日本に来
て草の根レベルでの相互理解や交流に努め、日豪友好条約
の絆を深めています。

2006年は日豪交流年です！ 情報は「在日オーストラリア政府、日豪交流基金、日豪人物及び文化交流協議会」より

日　　程
5月3日（水・祝）
10：00～ スポーツカイト競技大会、和凧自由凧揚げ、子ど

も凧コンテスト（チーム・個人参加部門）
12：30～ 表彰式（子ども凧コンテスト）
16：30～ 表彰式（スポーツカイト競技部門）
18：00～ 歓迎レセプション

5月4日（木・休）
09：00～ 参加者受付（本部テント前）
09：30～ オープニングアトラクション
09：35～ 開会式
10：00～ 凧揚げ大会
国際凧揚げ大会、日本海凧揚げ大会、スポーツカイト日本
海チャレンジ、スポーツカイト体験レッスン、内 凧コンテ
スト、全国の主な凧紹介、大凧チャレンジ、六角チャレンジ
15：00～ 表彰式、閉会式

・両日とも、雨天決行です。

・有料道路直線化工事により、例年より駐車スペースが限
られております。お車の場合は乗り合わせ、町内巡回バ
スにてご来場ください。
・後日、大会案内チラシを配布いたします。

凧揚げ会場
内 海水浴場特設会場

レセプション会場
内 町文化会館

お問合わせ 内 町教育委員会生涯学習課内
世界の凧の祭典実行委員会事務局
TEL 286-6716（直通）
E-mail
shogaigakushu@town.uchinada.lg.jp

風に乗り、風と遊ぶ・・・チャレンジ ザ ウインド
第18回 内　町世界の凧の祭典2006
18th UCHINADA WORLD KITE FESTIVAL 2006

そよ風が砂浜を渡る5月は、凧揚げに絶好の季節。ことしもゴール
デンウイークは、世界の凧の祭典でお楽しみください。

世界最大の凧 メガムーン（1,000m2）
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ご
み
の
減
量

ごみの減量　できるところから始めてみませんか？

心がけましょう
１、買い物 生ごみのうち、約3割は食べずに捨てられ

た食品と言われています。買うときにすで

に始まっています。買いすぎに注意しまし

ょう。

２、調 理 エコクッキングの実践など、ごみをなるべ

く出さない工夫をしましょう。

３、片付け 生ごみは水気をよく切って捨てましょう。

チラシで作ったごみ入れや水切りネットを

利用するのも効果的です。

生ごみのリサイクル
生ごみ処理機の購入費の一部を助成します！

生ごみから堆肥を作り家庭菜園やガーデニングに利用

できれば、楽しみながら生ごみの減量に取り組むことが

できます。

町では家庭用生ごみ処理機の購入費助成金を交付して

います。手続きは町民生活課環境対策室まで。

＜申請手続きに必要なもの＞
〇購入した生ごみ処理機の領収書

〇認印

〇助成金の振込先口座番号（申請者本人の口座です。な

お郵便局は指定できません）

助成額を平成18年4月1日以降購入分より5,000円引

き上げます。

生ごみ処理機利用者アンケートより
〇もっと多くの人が生ごみ処理機を利用すれば良いと思

います。我が家からは全く生ごみを出さなくなりまし

たから。

〇生ごみ処理機を使用するようになって、収集日に出す

ごみの量は減っただけでなく生ごみの臭いや虫の発生

に悩まなくなって生活が快適になった。

〇処理機に入れる生ごみの種類が限られている。処理し

やすい生ごみ、処理しにくい生ごみを区別できるよう

になってから、生ごみ処理機と上手につきあえるよう

になり重宝さも増した。

「もえないごみの
持込み先が変わりました！」

平成18年4月から、もえないごみを直接持ち込む場

合の搬入先が次のとおり変更されましたのでお知らせ

します。

・新しい搬入先

河北郡市リサイクルプラザ（エコみらい河北）

（河北郡津幡町字領家ル9－1 1288－7800）

＊もえるごみは、これまでどおりクリーンセンター

（エコラ）です。

＊なお、施設の使用料も次のとおり改定されています

のでよろしくお願いします。

・新しい使用料

10kgにつき70円

（ただし、熱供給炉への搬入物は10kgにつき100円）

※問い合わせ先

河北郡市広域事務組合企画課 1289－3200

日 時：4月16日（日）午前9時～10時（小雨決行）
場 所：河北潟周辺（別紙地図参照）

ごみのない美しい河北潟を取り戻すため、河北潟全体のクリー
ン作戦を展開します。
たくさんの皆様のご参加をお願いします。

問い合わせ先 河北潟自然再生協議会事務局 1261－6951

（共催）河北潟環境対策期成同盟会

内 町では1日当たり21トンもごみが排出されています。家庭から出されるもえるごみの約
1割を生ごみが占めています。

電気式生ごみ処理機

コンポスト

購入金額の3分の1相当額

（但し上限は20,000円）

3,000円

第12回　河北潟クリーン作戦
～広げようゴミのない水辺～
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石
川
県
知
事
選
挙

平成18年3月19日執行

石川県知事選挙、石川県議会議員補欠選挙（河北郡選挙区）

は３月１９日投票が行われ、即日開票されました。

石川県知事選挙においては２名の立候補届出があり現職の

谷本正憲氏が当選され、石川県議会議員補欠選挙（河北郡選挙

区）では欠員１名に対し２名の立候補届出があり、新人の米田

昭夫氏が当選されました。

石川県知事選挙

木村 吉伸

谷本 正憲

１，５１４

６，６２６

（単位：票）

（※無効票 165票）

●開票結果

●内 町各投票区投票率
石川県知事選挙投票率

石川県知事選挙
石川県議会議員補欠選挙（河北郡選挙区）

石川県知事選挙

石川県議会議員補欠選挙

米田 昭夫

家田 徹

７，２０５

６３６

（単位：票）

（※無効票 411票）

投票区

合 計

第１投票区（向粟崎、旭ヶ丘）

第２投票区（アカシア、向陽台）

第３投票区（緑台）

第４投票区（千鳥台）

第５投票区（鶴ヶ丘１～３丁目）

第６投票区（鶴ヶ丘４丁目）

第７投票区（鶴ヶ丘５丁目、大根布と）

第８投票区（大根布１～８丁目）

第９投票区（大清台、大学、ハマナス）

第１０投票区（宮坂、北部土地区画）

第１１投票区（西荒屋、室、湖西）

当日有権者
（人）

投票者総数
（人）

投票率
（％）

3,375 1,274 37.75

2,039 882 43.26

1,372 572 41.69

1,944 571 29.37

2,514 977 38.86

1,583 609 38.47

1,062 574 54.05

2,463 959 38.94

2,099 687 32.73

967 510 52.74

1,337 690 51.61

20,755 8,305 40.01

※期日前投票・不在者投票を各投票区に振り分けた後の数値を使用しています。

選挙結果
（内 町分）

40.01

石川県議会議員補欠選挙

投票区

合 計

第１投票区（向粟崎、旭ヶ丘）

第２投票区（アカシア、向陽台）

第３投票区（緑台）

第４投票区（千鳥台）

第５投票区（鶴ヶ丘１～３丁目）

第６投票区（鶴ヶ丘４丁目）

第７投票区（鶴ヶ丘５丁目、大根布と）

第８投票区（大根布１～８丁目）

第９投票区（大清台、大学、ハマナス）

第１０投票区（宮坂、北部土地区画）

第１１投票区（西荒屋、室、湖西）

当日有権者
（人）

投票者総数
（人）

投票率
（％）

3,375 1,261 37.36

2,039 878 43.06

1,372 567 41.33

1,944 569 29.27

2,514 968 38.50

1,583 607 38.34

1,062 573 53.95

2,463 952 38.65

2,099 679 32.35

967 510 52.74

1,337 688 51.46

20,755 8,252 39.76

石川県知事選挙
石川県議会議員補欠選挙（河北郡選挙区）
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プ
ラ
ッ
ツ

大根布バイパス管建設実施設計委託業務
北部土地区画道路改良等設計業務委託
西荒屋地内排水路浚渫委託業務
北部土地区画内 砂丘中央線歩道舗装掘削工事（C街区）
湖西地内土砂処分委託業務（その2）
公園芝管理委託業務（その1）
公園芝管理委託業務（その2）

2月27日
3月2日
3月2日
3月2日
3月2日
3月2日
3月2日

1
2
3
4
5
6
7

日本上下水道設計（株）北陸事務所
（株）日本海コンサルタント
金沢市清掃（株）
（有）中村工業
（有）宮本建設
浜本造園
（有）茶谷造園

18,795,000
01,680,000
01,680,000
01,092,000
01,417,500
02,341,500
02,100,000

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

蓮湖渚公園整地工事
北部土地区画北部東西線歩道舗装復旧工事（C街区）
北部土地区画テレビ照明管路工事（砂丘中央線C街区）
北部土地区画植栽工事
宮坂第2ポンプ場建設工事（ポンプ設備）
宮坂第2ポンプ場建設工事（建築）
宮坂第2ポンプ場建設工事（土木）

3月2日
3月2日
3月2日
3月2日
3月7日
3月7日
3月7日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は平成17年７月１日からの予定価格130万
円以上の建設工事です。

1
2
3
4
5
6
7

浅田建設（株）
吉田道路（株）
（有）東電気商会
浜本造園
斎久工業（株）北陸支店
（株）生田工務店
（有）中村工業

001,459,500
003,097,500
003,034,500
004,305,000
163,275,000
052,395,000
013,629,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）
001,513,050
003,237,150
003,175,200
004,545,450
171,881,850
061,782,000
014,340,900

予定価格（税込み）

平成17年度入札契約一覧

●ホームページ
http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.html

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp

TEL.286-1231   FAX.286-1231

スポーツクラブ 
プラッツうちなだ事務局 
（内　町文化会館内） 

問い合わせ先

［月 10時～17時　火～金 10時～18時　 
　　　　　　　　　　　　第2・4土 13時～17時］ 
 

4月からTEL、FAX番号が 
変わりますのでご注意ください。 

Vol.11

●春ハイキング

18年度の体育館開放は、16時までとさせていただきます。

日 時：5月14日（日）
場 所：七尾城址
参加費：一般会員1500円（非会員3000円）

子供会員1000円（非会員2000円）
申込み：4/14～4/28まで

●初心者テニス（10回）
日 時：4/19～毎週水曜日 19時30分～21時
場 所：総合公園テニスコート
参加費：会員3000円 非会員8000円

●その他新サークル紹介
ハイキングサークル山へのぼり隊、フレッシュ♪フレッシュテニスサークル、

卓球熟年サークル、ボクシングエクササイズ等、いろいろありますので、興味の
ある方は、一度事務局までお電話ください。

●指導者研修会のご案内
テーピングについて（初級編 限定35名）
日 時：4/20（木）19時～21時
会 場：内 町文化会館 3階 視聴覚室
参加費：2100円（テープ代）
申込み：4/3～4/14
熱中症の予防と対策について
日 時：5/15（月）19時30分～21時
講 師：金沢医科大学病院救命救急科教授 和藤 幸弘先生

プラッツのメンバーでスキー協会のご指導により、
3月5日、IOXアローザへスキーに行って参りました。
天候もよく、初心者と中級のグループに分かれ、有意
義な一日を過ごすことができました。
皆様ご協力ありがとうございました。
さて、先月プラッツのプログラムが発行され、新し

く始まる教室やセミナーの募集を引き続き行っていま
すので、この機会にぜひ、何かスポーツを始めてみま
せんか？

●プール体育館開放は次の通りです。
イベント・セミナー名

プール開放
（水中エクササイズ）同時開催

体育館開放

体育館開放

4/15（土）・5/20（土）

4月・5月はお休み

4/23（日）・5/28（日）

10:00～
12:00
13:00～
16:00
13:00～
16:00

屋内温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

日 時 間 場 所
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図
書
館

つ
く
し

つ
ん
つ
ん

め
を
さ
ま
せ

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
も

い
そ
い
そ
と

な
の
は
な
ば
た
け
に

つ
う
が
く
ち
ゅ
う

つ
く
し
は

の
は
ら
の

い
ち
ね
ん
せ
い

つ
く
し

つ
ん
つ
ん

せ
が

の
び
た

の
び
て

ま
わ
り
を

み
ま
わ
せ
ば

か
ぜ
が

お
で
こ
を

な
で
て
い
く

み
ん
な
が

の
は
ら
で

ま
っ
て
る
よ

つ
く
し

つ
ん
つ
ん

む
ね
を
は
れ

げ
ん
き
に

あ
い
さ
つ

し
て
み
た
ら

む
こ
う
で

け
や
き
の

せ
ん
せ
い
が

は
っ
ぱ

ひ
ら
ひ
ら

て
を
ふ
っ
た

つ
ん
つ
ん

つ
く
し

て
る
お

『
の
は
ら
う
た
　
わ
っ
は
っ
は
』

工
藤
　
直
子
　
童
話
屋
刊

ハ
ル
に
出
会
っ
た
の
は
、
夕
陽

が
美
し
い
丘
。
仔
犬
の
ハ
ル
は

「
幸
福
」
を
届
け
て
く
れ
た
…
。

優
し
い
詩
と
絵
が
心
癒
し
て
く
れ

る
。
翻
訳
は
北
朝
鮮
に
二
十
四
年

間
拉
致
さ
れ
、
様
々
な
苦
労
を
乗

り
越
え
た
蓮
池
氏
。
こ
の
本
を
大

切
な
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

贈
り
た
い
と
語
る
。

ク
ォ
ン
デ
ウ
ォ
ン
　
著
　
蓮
池
　
薫
　
訳

ハ
ル
　
哲
学
す
る
犬

民
俗
学
者
宮
本
常
一
の
名
著

「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
」。
そ
の
舞

台
と
な
っ
た
日
本
列
島
の
山
村
や

島
々
を
再
び
歩
き
、
彼
が
会
っ
た

人
々
を
訪
ね
て
取
材
し
た
。
最
終

章
に
は
今
も
健
在
な
夫
人
の
話
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
若
き
民
俗
学

徒
が
脚
で
拓
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
紀

行
文
。

木
村
　
哲
也
　
著

「
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
」

の
舞
台
を
旅
す
る

心
に
負
っ
た
傷
は
見
え
な
い
。

そ
の
痛
み
や
深
さ
は
自
分
自
身
に

も
分
か
り
づ
ら
い
。
高
校
生
た
ち

も
心
が
少
し
傷
つ
い
て
い
た
。
ふ

と
、
そ
の
場
所
に
包
帯
を
巻
い
た

ら
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
。
そ

れ
が
「
包
帯
ク
ラ
ブ
」
の
始
ま
り
。

今
、
生
き
辛
さ
を
感
じ
て
い
る
若

者
へ
語
り
か
け
る
一
冊
。

天
童
　
荒
太
　
著

包
帯
ク
ラ
ブ

（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）

◆
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は

な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
絵
本

や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞
き
に

き
ま
せ
ん
か
？

４
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

日
時

場
所お

は
な
し
会
や
、
人
形
劇

（
人
形
劇
「
ら
く
だ
」）
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
く
だ
さ
い
。

５
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

・
集
会
展
示
室

日
時

場
所

図書館に対するご意見ご感想をお寄せ
ください。図書の蔵書予約は電話やFAXで
も受け付けます。また、ご自宅のパソコンか
ら図書の検索、予約ができますが、インター
ネット予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/ilis/index.html

TEL
FAX

も
っ
と
歩あ

る

こ
う
！

大
島

お
お
し
ま

清
き
よ
し

千
手
観
音

せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん

の
謎な

ぞ

平
岩

ひ
ら
い
わ

弓
枝

ゆ

み

え

戦
後

せ

ん

ご

60
年ね

ん

を
問と

い
直な

お

す「
世
界

せ

か

い

」
編
集
部

へ
ん
し
ゅ
う
ぶ

褐
色

か
っ
し
ょ
く

の
文
豪

ぶ
ん
ご
う

佐
藤

さ

と

う

賢
一

け
ん
い
ち

私わ
た
し

の
パ
リ
私

わ
た
し

の
フ
ラ
ン
ス

岸き
し

恵
子

け

い

こ

知
的

ち

て

き

な
大
人

お

と

な

へ
の
ヒ
ン
ト

林は
や
し

望
の
ぞ
む

あ
た
た
か
い
愛あ

い

に
満み

た
さ
れ
て
生い

き
る
本ほ

ん

越
智

お

ち

啓
子

け

い

こ

や
き
も
の
の
見
方

み

か

た

・
楽た

の

し
み
方か

た

仁
木

に

き

正
格

ま
さ
の
り

脳の
う

が
若
返

わ
か
が
え

る
メ
モ
す
る
習
慣

し
ゅ
う
か
ん

米
山

よ
ね
や
ま

公
啓

き
み
ひ
ろ

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

初
心
者

し
ょ
し
ん
し
ゃ

マ
マ
の
通
園

つ
う
え
ん

グ
ッ
ズ

寺
西

て
ら
に
し

恵
里
子

え

り

こ

「
滝た

き

の
白
糸

し
ら
い
と

」義
血
侠
血

ぎ
け
つ
き
ょ
う
け
つ

／
泉

い
ず
み

鏡
花

き
ょ
う
か

朗
読

ろ
う
ど
く

水
谷

み
ず
た
に

八
重
子

や

え

こ

【
Ｃ
Ｄ
】

朗
読
Ｃ
Ｄ
　
23
枚

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

「
闘
牛

と
う
ぎ
ゅ
う

」／
井
上

い
の
う
え

靖
や
す
し

朗
読

ろ
う
ど
く

日
下

く

さ

か

武
史

た

け

し

な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
　
第だ

い

８
期き

全ぜ
ん

10
巻か

ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
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消
防
だ
よ
り

あ
か
ん
ぼ
の
笑
い
顔
を
見
る
だ
け
で
、
こ
ち
ら
も
思
わ

ず
微
笑
ん
で
し
ま
う
そ
ん
な
温
か
く
、
柔
ら
か
な
社
会
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
、
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
第
二
次

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
十
の
重
点
事
項
の
一
つ
に

「
仕
事
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両
立
支
援
と
働
き
方
の
見
直

し
」
が
あ
り
ま
す
。

「
仕
事
と
個
人
生
活
の
両
立
」
は
子
育
て
期
の
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
男
女
が

地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
参
画
の
促
進
を
図
る
こ
と
も
、

大
切
な
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
女
性
も
男
性
も
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
、
家
族
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
形
成
す
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
す
。

一
人
一
人
の
生
き
か
た
が
多

様
化
す
る
中
で
、
男
性
も
女
性

も
家
族
と
し
て
の
責
任
を
担

い
、
ま
た
社
会
が
こ
れ
を
支
援

す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
町

の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

まちづくり政策部企画財政課　
男女共同参画室

●電話 286－6723 ●FAX 286－0617
●e-mail danjyo@town.uchinada.lg.jp

【
内

町
消
防
団

団
長

川
辺

藤
一
氏

功
績
章
受
賞
】

２
月
28
日（
火
）金
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
六
華
苑

に
お
い
て
、
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
内

町
消
防
団
長
の
川
辺
藤
一
氏

が
功
績
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
川
辺
氏
は
、
昭

和
41
年
１
月
に
内

町
消
防
団
に
入
団
し
て
以

来
、
消
防
精
神
に
徹
し
旺
盛
な
責
任
感
と
勇
猛

果
敢
な
実
行
力
で
常
に
団
員
の
先
頭
に
立
ち
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

川
辺
氏
は
、「
長
年
の
消
防
団
活
動
が
評
価
さ

れ
大
変
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後

も
自
ら
率
先
し
て
火
災
予
防
に
尽
く
し
て
い
く

所
存
で
す
。」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

従
来
は
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
を
か
け
た
場

合
、
金
沢
市
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
内

町
消

防
本
部
に
転
送
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
し

た
が
、
平
成
18
年
３
月
９
日
よ
り
直
接
内

町
消
防
本
部
に
繋
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
通
報
時
間
の
短
縮
化
が
図
ら
れ
、

出
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

※
但
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
近
隣
の
消
防
本
部

（
金
沢
市
消
防
本
部
等
）に
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
場
所
を
伝
え

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
、
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

及
び
階
段
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
、
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月

か
ら
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
日
本
消
防
協
会

定
例
表
彰
伝
達
式

◆
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
直
接

受
信

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

住宅用火災警報器実物写真

尚
、
消
防
本
部
等
で
は
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
を

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
ー
３
３
０
１



内

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
3
月
4
・
5
日
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月
か
ら
6
年
生
に
進

級
す
る
23
名
の
団
員
が
参
加
し
、
講
義
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
資
質
の
向
上
、
団
体
の
枠
を
こ
え
て
の
団
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

鶴
ヶ
丘
小
学
校
　
小
谷
　
菜
月

私
は
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
①
で
は
、
池
野
忠
先
生
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
グ
ル
ー
プ
全
員
の
意
志
や
気
持
ち
を
ま
と
め
、

目
標
に
向
か
っ
て
全
員
が
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
先
立
っ
て
活
動
で

き
る
人
！

私
は
こ
う
ま
と
め
ま
し
た
。

研
修
②
で
は
、
浜
中
豊
先
生
に
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
ん
な
と
ふ
れ
合
う
時
の
こ

と
や
た
く
さ
ん
の
遊
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

研
修
③
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
し
ま
し
た
。
ペ
タ
ン
ク
と
は
、
カ
ー

リ
ン
グ
に
似
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
は
、
い
ろ
ん
な
技
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

研
修
で
教
え
て
下
さ
っ
た
、
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

清
湖
小
学
校
　
中
嶋
　
健
太

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
団
の
人
を
ひ
っ
ぱ
り
、
今
の
6
年
生
に

は
安
心
し
て
卒
業
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
リ
ー
ダ
ー
の

本
当
の
や
く
め
は
あ
ま
り
わ
か
ら
ず
に
、
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
研
修

①
で
池
野
先
生
に
そ
れ
を
習
い
ま
し
た
。
池
野
先
生
の
話
が
な
か
っ
た
ら
6
年
生
は

安
心
し
て
卒
業
を
し
て
い
け
な
か
っ
た
し
、
学
校
で
も

1
番
上
の
学
年
だ
か
ら
、「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
思
い
ま
し

た
。研

修
②
の
浜
中
先
生
は
、
知
ら
な
い
友
達
に
は
か
た

も
み
な
ど
を
し
て
、
友
達
に
な
る
方
法
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

研
修
③
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
し
て
、

研
修
の
中
で
も
、
1
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ペ
タ
ン

ク
の
玉
は
、
意
外
に
重
か
っ
た
で
す
。
仲
間
と
の
協
力
プ

レ
イ
で
、
ぼ
く
の
チ
ー
ム
は
全
勝
で
き
ま
し
た
。
人
が

こ
ま
っ
て
い
た
ら
、
助
け
て
あ
げ
た
り
し
て
、
1
歩
ず
つ

し
っ
か
り
と
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

平
成
17
年
度
　
内
　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

【
内
　
町
子
ど
も
消
防
ク
ラ
ブ
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
受
賞
】

内

町
子
ど
も
消
防
ク
ラ
ブ
が
10
月
2
日「
第
二
回
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ

ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
す
る
為
、
内

町
内
の
防
災
施
設
を
見
学
し
、
ぼ
う
さ
い
マ

ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
分
達
の
町
を
歩
き
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
施
設
や
設
備
が
あ
る
の
か
を
発
見
し
、
子
供
達
に
防
災
意
識
が
芽
生
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
の
は
大
根
布
第
三
町
内
会
子
ど
も
消
防
ク
ラ

ブ
と
大
学
町
会
子
ど
も
消
防
ク
ラ
ブ
の
小
学
校
3
〜
6
年

生
で
、
出
来
上
が
っ
た
マ
ッ
プ
は
小
学
生
ら
し
く
創
意
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。
応
募
の
結
果
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
し
3
月
21
日

（
火
）
に
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
幼
少
期
か
ら
の
、
よ
り
一
層
の

防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
二
回
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

内

町
体
育
協
会
主
催
の
第
23
回
内

町
長
距
離
継
走
大
会
が
３
月
21
日（
火
・
祝
）

に
、
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
発
着
点
と
す
る
、
１
区
間
3.5
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
成
績
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

団
体
優
勝

１
部
男
子

わ
が
ま
ま
倶
楽
部

１
部
女
子

内

水
協
レ
デ
ィ
ー
ス

２
部
男
子

内

中
学
校
陸
上
部
Ａ

２
部
女
子

内

中
学
校
陸
上
部
Ａ

３
部
男
子

少
年
サ
ッ
カ
ー
Ａ

３
部
女
子

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｃ

個
人
優
勝

男
子

小
学
生

大
谷
内
　
蒼

中
学
生

笠
山
　
祐
輔

高
校
生
〜
19
歳

中
山
　
正
章

20
歳
〜
29
歳

中
村
　
圭
宏

30
歳
〜
39
歳

山

英
治

40
歳
〜
49
歳

野
村
　
晴
彦

50
歳
以
上

中
村
　
　
守

女
子

小
学
生

片
山
　
倫
子

中
学
生

原
　
　
円
香

30
歳
〜
39
歳

長
江
か
お
り

40
歳
〜
49
歳

宮
本
　
一
美

50
歳
以
上

南
　
加
代
子

第
23
回
内
　
町
長
距
離
継
走
大
会
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室
に
お
住
ま
い
の
北
喜
三
松
さ
ん
が
、
3

月
15
日（
水
）に
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
八
十
出
町
長
が「
こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
」と
長
寿
祝
金
と
花
束
を
手

渡
し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

北
さ
ん
は
、「
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
秘
訣
は
、

何
事
も
く
よ
く
よ
せ
ず
悩
ま
な
い
こ
と
で

す
。」と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
家
族
ご
親
戚
を
は
じ
め
、
お
孫

さ
ん
、
ひ
孫
さ
ん
も
加
わ
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
誕
生
日
と
な
り
ま
し
た
。

祝
１
０
０
歳
の
長
寿
を
祝
福

3
月
12
日
（
日
）
内

町
文
化
会
館
で
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
白
山
市
と
石
川
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員
と
で
結
成
さ
れ
た
ｉ-

さ
ん
か
く
座

に
よ
る
紙
芝
居
「
俺
の
パ
ン
ツ
ど
こ
？
」
が
上
演
さ
れ
、
次
に
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
安
藤
和
津

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
明
日
を
素
敵
に
生
き
る
に
は
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

言
葉
の
持
つ
重
要
性
な
ど
を
安
藤
さ
ん
自
身
の
体
験
談
を
交
え
て
説
明
し
、
性
差
や
年
齢

を
こ
え
て
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
道
に
つ
い
て

熱
心
に
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ス
ペ
ル
・
コ
ー
ラ
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｖ
Ｏ
Ｘ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
」
に
よ
る
迫
力
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
に
、
当
日
集
ま
っ
た
４
０
０
名
の
観
客

の
皆
さ
ん
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

い
い
話
い
い
音
楽

2
月
23
日
（
木
）、
自
衛
隊
へ
の
入
隊
予
定
者
に
、

内

町
の
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
内

町
か
ら
の
入
隊
予
定
者
は
氷
見

山
達
也
君
、
新
座
圭
祐
君
の
2
名
で
す
。

八
十
出
町
長
、
野
村
町
議
会
副
議
長
、
自
衛
隊

石
川
地
方
連
絡
部
の
上
河
部
長
か
ら
「
厳
し
い
訓

練
・
教
育
・
試
練
を
乗
り
越
え
、
先
輩
方
や
仲
間
た

ち
と
切
磋
琢
磨
し
あ
い
、
国
を
愛
し
、
国
を
守
り
、

ひ
い
て
は
家
族
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。」
と
の
励
ま
し
を
う
け
、
代
表
し
て
氷
見
山
君

が
「
内

と
い
う
郷
土
を
代
表
す
る
と
い
う
誇
り

を
胸
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」
と
力
強
く
答
え
ま

し
た
。

郷
土
の
誇
り
を
胸
に

3
月
12
日
（
日
）、
内

町
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
17

年
度
内

町
社
会
教
育
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
式
は
、
町
社
会
教
育
の
振
興
の
た
め
に
、
献

身
的
な
活
動
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

石
田
　
俊
之
　
（
緑
　
台
）

狩
山
　
　
裕
　
（
千
鳥
台
）

川
口
　
一
夫
　
（
向
陽
台
）

道
上
　
金
義
　
（
向
陽
台
）

岸
　
　
利
夫
　
（
鶴
ケ
丘
東
）

山
本
　
清
晴
　
（
鶴
ケ
丘
西
）

清
水
　
幸
治
　
（
鶴
ケ
丘
北
）

内

町
社
会
教
育
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
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募
　
集

内
　
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

パ
ー
ト
職
員
募
集

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
会
員
募
集
〜

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
」
を
公
募
し
ま
す
。

2006.4.5

総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
男女共同参画室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■出　納　室 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会
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暮
ら
し
の
情
報

■
職
種
及
び
採
用
人
員

清
掃
管
理
及
び
受
付
事
務

３
名

■
応
募
資
格

内

町
在
住
で
満
年
齢
６０
歳
以
下
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

時
給
７
６
０
円

２．
勤
務
日

週
３
日
程
度

３．
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

②
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

③
午
後
３
時
〜
午
後
10
時

（
時
間
外
勤
務
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

４．
勤
務
場
所

公
社
管
理
施
設

■
採
用
予
定
日
▼
５
月
１
日（
月
）

■
応
募
期
限
▼
４
月
20
日（
木
）

■
応
募
要
領
▼

内

町
公
共
施
設
等
管
理

公
社
事
務
局
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
・
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）内

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局

1
２
８
６
ー
１
８
０
０

■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
配
膳
接
客
係

２
名

②
宿
泊
客
朝
食
配
膳
係

１
名

■
応
募
資
格

①
満
年
齢
５０
歳
以
下
の
健
康
な
方

（
高
校
生
・
大
学
生
可
）

②
満
年
齢
６０
歳
以
下
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

時
給
７
６
０
円

２．

勤
務
日

①
土
・
日
・
祝
日（
一
部
、
月
曜

〜
金
曜
日
勤
務
あ
り
）

②
月
〜
日
曜
日

交
代
制（
予
約
状
況
に
よ
り

勤
務
の
な
い
場
合
あ
り
）

３．
勤
務
時
間

①
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
ま

で
の
時
間
内
で
４
〜
５
時
間（
時
間
は
相
談
に

応
じ
ま
す
）

②
午
前
６
時
〜
午
前
８
時
30
分

■
採
用
予
定
日
▼
４
月
22
日（
土
）以
降

■
応
募
期
限
▼
４
月
20
日（
木
）

■
応
募
要
領
▼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

内

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

1
２
８
６
ー
３
７
６
６

内

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
に「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」を
設
置
し
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
左
記
の
と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

年
齢
が
満
40
歳
以
上（
平
成
18
年
４
月
１
日
現

在
）で
、
内

町
に
居
住
し
て
い
る
方

平
日（
日
中
ま
た
は
夜
間
）に
開
催
す
る
委
員
会

に
参
加
で
き
る
方

■
任

期

就
任
か
ら
平
成
20
年
２
月
28
日
ま
で

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
３
回
程
度

■
募
集
人
員
▼
１
名

■
応
募
期
限
▼
４
月
21
日（
金
）

○
応
募
用
紙
は
、
介
護
福
祉
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

○
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

河
北
郡
市
内
に
お
け
る
未
整
備
森
林
、
里
山

林
、
海
岸
防
風
林
の
手
入
れ
を
通
じ
、
森
林
の

理
解
を
深
め
、
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

に「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

一
般（
高
校
生
以
上
、
但
し
家
族
で
の
申
込
み
は

小
学
生
以
上
可
）、
各
種
団
体
・
企
業

■
募
集
期
限
▼
平
成
18
年
５
月
末
日
ま
で

■
申
込
方
法
▼

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記

申
込
先
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
河
北
森
林

も

り

づ
く
り
の
会（
石
川
県
津
幡
農
林

事
務
所
）

1
２
８
９
ー
４
４
５
６

5
２
８
９
ー
４
２
６
８

・
都
市
整
備
部

産
業
振
興
課



「
金
沢
」ナ
ン
バ
ー
・

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
会
員

を
募
集
し
ま
す（
４
月
１
日
よ
り
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
等
の
お
知
ら
せ

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
医
療
費
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変

わ
り
ま
し
た

石
川
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

卒
業
支
度
金
の
ご
案
内

15
2006.4.5

暮
ら
し
の
情
報

■
募
集
目
的

今
年
10
月
10
日
の「
金
沢
」ナ
ン
バ
ー
導
入
を

き
っ
か
け
に
、
金
沢
市
、
か
ほ
く
市
、
津
幡
町
、

内

町
が
、「
お
も
て
な
し
の
街
」と
呼
ば
れ
る

に
ふ
さ
わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
マ
ナ
ー
を
備
え

た
街
と
な
る
こ
と
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

■
会
員
特
典

「
金
沢
」ナ
ン
バ
ー
特
製
ス
テ
ッ
カ
ー

「
マ
ナ

ー
・
リ
ン
グ
」を
、
一
口
に
つ
き
１
枚
進
呈
い
た

し
ま
す
。

■
会
費
及
び
申
し
込
み
方
法

◎
法
人
会
員

一
口

５，
０
０
０
円

法
人
会
員
の
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み

等
は
内

町
商
工
会
、
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
政

策
部
企
画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
会
員

一
口

１，
０
０
０
円

内

町
商
工
会
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
で
口
数
分
の
マ
ナ
ー
・
リ
ン
グ
を
お
渡
し

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

企
画
財
政
課

平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

に
か
か
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
価
格
が
決

定
し
ま
し
た
。

こ
の
価
格
等
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

ま
た
、
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
送
付
し
ま
す
納
税
通
知
書
に

『
課
税
資
産
の
明
細
書
』を
添
付
い
た
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧（
閲
覧
）期
間

４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧（
閲
覧
）場
所

総
務
部

税
務
課
窓
口

■
持
参
す
る
も
の

資
産
所
有
者
は
印
鑑（
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、
所
有
者

以
外
の
方
が
縦
覧
又
は
閲
覧
す
る
場
合
は
所
有

者
の
委
任
状
お
よ
び
来
庁
さ
れ
る
方
の
印
鑑
が

必
要
で
す
。

借
地
・
借
家
の
方
で
閲
覧
さ
れ
る
方
は
印
鑑

（
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
免
許
証
、
健

康
保
険
証
等
）お
よ
び
賃
借
契
約
書
等
の
証
明

す
る
書
面
が
必
要
で
す
。

※
固
定
資
産
税
の
縦
覧
及
び
閲
覧
に
つ
い
て
の

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
部
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

内

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
税

負
担
を
出
来
る
だ
け
押
さ
え
る
た
め
、
平
成
12
年

度
よ
り
税
率
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
医
療
費
の
伸
び
等
に
よ
り
国
保
財
政
は
２

年
度
連
続
で
赤
字
会
計
が
見
込
ま
れ
、
や
む
な

く
平
成
18
年
度
よ
り
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
国
保
加
入
者
の
保
険
税

と
国
や
県
な
ど
の
補
助
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
り
、
病
院
等
に
支
払
う
医
療
費
が
増
え
る
と
、

そ
の
財
源
と
な
る
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
上

手
に
医
療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
保
険
税
の
収

納
率
の
向
上
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

納
税
に
は
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
税
率

【
医
療
分
】

・
所
得
割

基
準
総
所
得
金
額
×
７
・
４
９
％

・
資
産
割

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
×
１

９
・
９
８
％

・
均
等
割

被
保
険
者
１
人
あ
た
り（
年
）３
１，
２
０
０
円

・
平
等
割

一
世
帯
あ
た
り（
年
）２
６，
４
０
０
円

【
介
護
分
】

・
所
得
割

基
準
総
所
得
金
額
×
１
・
０
８
％

・
資
産
割

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
×
３
・

２
９
％

・
均
等
割

被
保
険
者
１
人
あ
た
り（
年
）７，
２
０
０
円

・
平
等
割

一
世
帯
あ
た
り（
年
）４，
８
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
16
年
５
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
身
体
障
害
者
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お

持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
４
月
25
日（
火
）

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

■
支
給
対
象
者

石
川
県
内
に
居
住
し
、
平
成
18
年
３
月
に
中

学
校
を
卒
業
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
父

母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
者
の
方
。

■
支
給
額

児
童
一
人
に
つ
き
２
０，
０
０
０
円

■
申
請
期
間

５
月
31
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
請
先
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
相
談
部

〒
９
２
０
ー
８
５
５
７

金
沢
市
本
多
町
３
ー
１
ー
10

1
２
２
３
ー
９
５
６
１



「
親
子
ペ
ア
・
ル
ー
ム
」
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

た
の
し
い
よ
！

―
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い
―

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
拡

大
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
を

支
援
し
ま
す
！

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
の
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
小
学
校
２
年
生（
８
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

31
日
）ま
で
の
通
院
、
入
院
を
対
象
に
し
て
い
た

乳
幼
児
医
療
費
を
、
入
院
に
限
り
小
学
校
６
年

生（
12
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）ま
で
に
引

き
上
げ
ま
す
。

※
就
学
前
の
乳
幼
児
は
医
療
費
の
自
己
負
担
額

の
全
額
、
小
学
校
１
年
生
以
上
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
各
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
か
ら
千
円

を
差
し
引
い
た
額
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

※
助
成
金
は
医
療
費
の
１
ヶ
月
単
位
の
合
計
で

す
の
で
、
医
療
機
関
が
複
数
に
及
ぶ
場
合
も
必

ず
１
ヶ
月
単
位
に
ま
と
め
て
翌
月
以
降
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

☆
児
童
扶
養
手
当

■
受
給
資
格
者

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
次
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

母
や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
（
養
育
者
）で
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童（
公
的
年
金
受
給
者
を

除
く
）

・
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童（
児
童
が
年
金

の
加
算
対
象
の
場
合
は
除
く
）

・
父
の
生
死
が
１
年
以
上
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

注
意
…
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
同
居
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
法
令
で
定
め

ら
れ
た
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付

■
給
付
対
象
者

内

町
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
ま
た
は
母
及
び
児
童（
児
童
と
は
満
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
も
の
。）に
対
し
、
医
療
費
に
係
る
一
部

負
担
金
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各

月
の
支
払
額
か
ら
千
円
を
控
除
し
た
額
を
支
給

し
ま
す
。

☆
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
奨
学
金

■
給
付
対
象
者

内

町
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等

で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
に
対
し
、
奨
学
金

を
支
給
し
ま
す
。
保
育
所
等
に
入
所
さ
れ
て
い

る
者
及
び
就
学
期
間
中
の
者
に
限
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
子
ど
も
が
満
18
歳
に
達
し
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
と
し
ま
す
。）

■
支
給
額

（
児
童
一
人
当
た
り
）

学
齢
前
児
童
・
小
学
生

２，
０
０
０
円

中
学
生
・
高
校
生

２，
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
で
は
、
親
子
ペ
ア
・
ル
ー

ム
を
開
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
や
体
験
を
通
し
て
、
ご
自
分
の

子
育
て
の
参
考
に
な
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、
以

前
利
用
し
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
期
間

平
成
18
年
５
月
〜
19
年
２
月（
全
９
回
コ
ー
ス
）

■
時
間
▼
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
▼
１
歳
児
と
そ
の
保
護
者

（
平
成
16
年
４
月
３
日
〜
平
成
17
年
４
月
２
日
生

ま
れ
）

■
条
件
▼
月
１
回
で
合
計
９
回
出
席
で
き
る

方（
４
月
・
８
月
・
３
月
除
く
）

■
場
所
▼
鶴
が
丘
乳
児
保
育
園

■
申
込
期
間
・
時
間
▼
４
月
18
日（
火
）〜
４

月
24
日（
月
）（
土
、
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
方
法

直
接
園
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
（
中
川
）

1
２
８
６
ー
０
１
３
３

あ
そ
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間

５
月
よ
り
年
10
回
程

■
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

向
陽
台
保
育
園

ゆ
う
ぎ
室

■
対
象

未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

４
月
17
日（
月
）よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

向
陽
台
保
育
園

柚ゆ

、
表お

も
て

井い

ま
で

1
２
３
７
ー
２
６
１
７

16
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暮
ら
し
の
情
報

入院

〇

〇

◎

0歳児～就学前

小学校1、2年生

小学校3～6年生

◎は平成18年4月診療分から対象。
※小学生については各月の医療費の自己
負担額から千円を引いた額を助成する。

通院

〇

〇



育
児
や
介
護
で
困
っ
た
ら

２
０
２
０
テ
レ
フ
ォ
ン
石
川
へ
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

17
2006.4.5

暮
ら
し
の
情
報

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く

だ
さ
い

金
沢
市
女
性
相
談
室
の
利
用
に

つ
い
て

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
て
な
い
犬
を
お
飼
い
の
方
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
と
同
時
に
犬
の
登
録
が
で
き

ま
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
登
録
に
係
る
費
用

注
射
手
数
料

３，
０
０
０
円（
注
射
料
含
む
）

登
録
手
数
料

３，
０
０
０
円

（
※
注
射
と
登
録
を
同
時
に
さ
れ
る
場
合
は

６，
０
０
０
円
）

◎
都
合
で
、
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日（
生
後
９１
日

以
降
の
犬
が
対
象
）か
ら
犬
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
に
よ
り
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
は
、
一
生
涯
一
度
の
登
録
と
な
っ
て

お
り
、
所
在
地
の
市
町
村
へ
登
録
を
し
ま
す
。

◎
引
っ
越
し
な
ど
で
他
の
市
町
村
か
ら
移
動

し
た
場
合
や
、
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
鑑
札
を
添

え
て
所
在
地
等
の
変
更
届
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
犬
が
死
亡
し
て
既
に
飼
っ
て
い
な
い
方
は
、

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
迷
い
犬
等
で
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
も
、

す
ぐ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
動
物
愛
護
の
意
識
高

揚
と
動
物
の
適
正
な
飼
養
管
理
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
設
置
し
て
お
り
、
犬

の
し
つ
け
教
室
等
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

広
場
の
活
発
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
犬

ふ
れ
あ
い
広
場
の
運
営
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ
と
で
臓
器

移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
思
を
示
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
役
場
、
郵
便
局
、
運

転
免
許
試
験
場
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1
０
１
２
０
ー
７
８
ー
１
０
６
９

（
財
）
石
川
県
臓
器
移
植
推
進
財
団

1
２
８
６
ー
３
５
１
１

（
金
沢
市
・
内

町
連
携
促
進
事
業
）

４
月
よ
り
、
金
沢
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
内

町
民
の
方
も
金
沢
市
の
女
性
相
談
室
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
専
任
相
談

員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ

っ
て
弁
護
士
等
の
専
門
相
談
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
内
容

女
性
の
身
の
上
相
談
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
な

ど
で
悩
ん
で
い
る
方
の
相
談

■
場
所

市
民
相
談
室
（
金
沢
市
役
所
２
階
）

1
２
２
０
ー
２
５
５
４

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
応
援
す
る
た
め
、
財

団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団
石
川
事
務
所
で
は
育

児
・
介
護
・
家
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情

報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

■
相
談
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
電
話
番
号
▼
２
３
４
ー
２
０
２
０

※
育
児
に
手
助
け
が
欲
し
い
と
き
”保
育
サ
ポ

ー
タ
ー
“
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

財
団
が
実
施
し
た
養
成
講
座
を
修
了
し
登
録
し

て
い
る
子
育
て
経
験
の
あ
る
方
や
、
保
育
士
の

資
格
を
持
つ
方
が
、
一
時
預
か
り
・
保
育
園
の
送

迎
等
の
応
援
を
し
ま
す
。
利
用
ご
希
望
の
方
は

フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
へ
！

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
県
民
総
ぐ
る

み
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
推
進
し
、
一

人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
高
揚
を

図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
期
間

４
月
６
日（
木
）か
ら
４
月
15
日（
土
）ま
で
の
10

日
間

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

〜
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
い
し
か
わ
〜

「
か
っ
こ
い
い

ゆ
っ
く
り
走
れ
る

お
父
さ
ん
」

■
運
動
の
重
点

・
新
入
学
児
童（
園
児
）と
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

・
う
し
ろ
の
席
も
含
め
た

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

を
し
よ
う

・
自
転
車
の
安
全
利
用
に

努
め
よ
う

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

４
月
14
日

４
月
13
日

月
日

４
月
16
日
日 金 木 曜

日

会

場

西
荒
屋
公
民
舘

宮
坂
公
民
館

大
根
布
公
民
館

ア
カ
シ
ア
公
民
館

緑
台
公
民
館

向
粟
崎
公
民
館

千
鳥
台
公
民
館

大
清
台
公
民
館

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

保
健
セ
ン
タ
ー

時

間

９
‥
30
〜
10
‥
00

10
‥
15
〜
10
‥
35

10
‥
50
〜
11
‥
30

13
‥
00
〜
13
‥
30

13
‥
45
〜
14
‥
30

９
‥
30
〜
10
‥
15

10
‥
30
〜
11
‥
15

11
‥
30
〜
12
‥
00

13
‥
30
〜
14
‥
15

10
‥
00
〜
12
‥
00

狂
犬
病
予
防
注
射
・

新
規
登
録
手
続
き
ご
案
内

フ
レ
ー
　

フ
レ
ー
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学
び
の
風

学
習
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
方
に
幅
が

で
き
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
か

ら
何
か
を
学
び
と
る
こ
と
全
て
が「
学
習
」に
つ

な
が
り
ま
す
。

陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
陶
芸
を
楽
し
み
た

い
と
考
え
て
い
る
方
、
陶
芸
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

内

町
陶
芸
教
室
で
は
次
の
要
項
で
参
加
者

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
教
室
開
催
日
時

平
成
18
年
５
月
〜
平
成
19
年
３
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時

■
場

所

内

町
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

鶴
ヶ
丘
３
丁
目
１
５
３
番
地
（
鶴
ヶ
丘
東
保
育

所
と
な
り
）

■
費

用

受
講
料
無
料
（
粘
土
代
、
焼
成
費
は
実
費
と
な

り
ま
す
）

■
募
集
定
員
▼
12
名

■
申
し
込
み
方
法

４
月
10
日（
月
）〜
４
月
20
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話

番
号
）

※
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
受
講
生
の
決
定

４
月
25
日
以
後
、
本
人
に
直
接
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

内

町
陶
芸
教
室
生
に
よ
る
作
品
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
期

間

４
月
20
日（
木
）か
ら
４
月
26
日（
水
）ま
で

■
場

所

内

町
役
場

６
階

内

町
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
▼
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

S
hallW

e
S
ing

〜
♪
♪

■
日

時

４
月
16
日（
日
）
午
後
２
時
〜

■
会

場

内

町
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

■
出

演

石
川
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〝
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
〞

石
川
県
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ

C
am
el
B
ird

内

中
学
校
吹
奏
楽
部

■
入
場
料
▼
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

男
女
二
人
の
指
導
者
に
よ
る
社
交
ダ
ン
ス
で
健

康
促
進
と
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◎
４
月
中
、
新
規
加
入
者
は
体
験
期
間
で
す
。

■
期

間

４
月
12
日（
水
）よ
り
１
年
間

１
ヶ
月
４
回（
毎
週
水
曜
日
）

■
時

間
▼
午
後
１
時
〜
３
時

■
場

所
▼
向
粟
崎
体
育
館

■
受
講
料
▼
３，
０
０
０
円

■
講

師

高
畠
三
郎
、
佐
々
木
満
子

（
両
名
と
も
ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
所

属
講
師
、
石
川
県
プ
ロ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
協
会
会
員
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

水
曜
日
午
後
１
時
に
向
粟
崎
体
育
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
る
か

1
２
３
７
ー
１
７
５
１（
高
畠
）ま
で

高
齢
者
の
文
化
活
動
を
促
す
と
と
も
に
、
積

極
的
な
生
き
が
い
づ
く
り
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
美
術
工
芸
展
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

作
品
の
出
品
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
募
集
要

項
及
び
申
込
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
展
示
期
間
▼
５
月
22
日（
月
）〜
25
日（
木
）

■
展
示
会
場
▼
石
川
県
長
寿
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー
「
寿
康
苑
」

■
作
品
募
集
▼
５
月
８
日（
月
）ま
で

■
出
品
作
品
▼
絵
画（
日
本
画
・
洋
画
）、
彫
刻
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
、
写
真

■
出
品
資
格
▼
年
齢
60
歳
以
上（
昭
和
22
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
。

※
各
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出
品
規
定
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

厳
し
か
っ
た
冬
が
や
っ
と
終
わ
り
ま
し
た
。

暖
か
く
な
る
卯
月
に
、
国
際
交
流
料
理
教
室
を

再
び
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
日
本
菜
食
料
理
教

室
は
、
菜
の
花
、
百
合
根
、
ナ
ス
な
ど
を
使
っ

て
、春
ら
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
日
本
菜
食
料
理
を
、

参
加
し
て
く
れ
る
外
国
の
方
と
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
時

間
▼
４
月
９
日（
日
）午
前
11
時
か
ら

■
場

所
▼
清
湖
小
学
校

家
庭
科
室

■
費

用
▼
５
０
０
円

■
定

員
▼
25
名

■
持
参
す
る
も
の

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
食
器
ふ
き
と
ス

マ
イ
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

国
際
交
流
員

パ
ト
リ
シ
ア
ま
で

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

内
　
町
陶
芸
教
室
作
品
展

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

陶
芸
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
０
０
６
ゆ
う
ゆ
う
石
川
文
化
交
流
大
会

美
術
工
芸
展
　
作
品
募
集

料
理
教
室
（
菜
食
）

〜
参
加
者
募
集
し
て
い
ま
す
〜

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

内
　
２
０
０
６
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知
っ
得
情
報

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

町
税（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手

続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

会

場

４
月
20
日（
木
）ま
で
に
、
年
会
費
を
添
え
て
各
地

区
学
級
委
員
、
ま
た
は
、
事
務
局
ま
で
申
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

期

間

文
化
会
館

会

費

申

込

は
ま
な
す
大
学
事
務
局（
文
化
会
館
内
）

1
２
８
６
ー
１
１
２
３

問
い
合
わ
せ
先

年
１，
０
０
０
円

平
成
18
年
５
月
〜
平
成
19
年
３
月（
15
回
の
講
座
）

町
内
在
住
で
、
年
齢
60
歳
以
上
の
方

対

象

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
様
々
な
分
野
の
講
師
を

招
き
、
新
し
い
知
識
や
教
養
を
身
に
付
け
る
と
共

に
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
指
す
。

目

的

平
成
18
年
度
は
ま
な
す
大
学
学
級
生
募
集

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

４
月
21
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
18
年
5
月
1
日（
月
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
1
期

3月22日（水）まで受付分

●調乳ポット
●内 高校男子制服
（165～170cm）

●パイプベッド

●エレクトーン
●押入れケース
●姿見
（キャスター、カバー付）

●本棚
●テーブル

●農業用トラクター（野球場にトンボをかけるのに使用したい）
●子供用食事いす ●大根布小女児制服・体操服（140cm）
●紋付 ●ストーブ ●ファンヒーター ●洗濯機
●大根布小女児制服・体操服（140cm）
●向粟崎小体操服（120cm） ●県住用網戸
●和室用小型テーブル ●大根布小体操服（120～130cm）
●鶴ヶ丘小学校・夏ズボン（150cm以上）・上着（150cm）
夏冬スカート（150cm以上） ●子供用自転車18インチ
●清湖（向粟崎）小制服・体操服（120～130cm）
●自転車（23か24インチ、かご、鍵、ギア付） ●体操服
●大根布小男児制服（140～160cm）、23cm程度の内履き、
外履き ●保育所制服Sサイズ
●内 中学校男子・女子制服（160cm以上）

譲ってください
（希望品）

●バスチェア（子供用）

●本棚（ガラス戸付）

●セラミックファンヒーター

●内 中学校女子制服

140～150cm冬服上下

●プラモデル（空母）新品RC付き

●軽自動車スタッドレスタイヤ ●炊飯器

●犬小屋 ●自転車用ジュニアシート

●学習机（いす無し）

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。
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保
健
セ
ン
タ
ー
／
カ
ン
ガ
ル
ー
ム

TEL.286-6101

5月16日［火］
平成16年10月生

5月23日［火］
平成18年1月生 対象

6月13日［火］
平成16年11月生対象

4月18日［火］
平成16年9月生

受付時間
13：00～14：00

対象

対象

6月20日［火］
平成18年2月生対象

4月25日［火］
平成17年12月生

受付時間
13：00～14：00（ ） （ ）

対象

4月24日［月］
【対象】平成16年12月～平成17年2月生（2回目）

5月15日［月］
【対象】平成17年3月～平成17年5月生（2回目）

5月22日［月］
【対象】平成17年6月～平成17年8月生（1回目）

5月29日［月］
【対象】平成17年9月～平成17年11月生（1回目）

（受付時間／13：00～14：00）

★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：00～14：00）

6月5日［月］
平成18年2月生対象

7月3日［月］
平成18年3月生対象

5月8日［月］
平成18年1月生対象

5～6か月児の離乳食教室

4月26日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

「カンガルーム内灘」は親子で自由に過ごせる集い
の場です。楽しい遊びや行事などを用意してまって
いますので気軽に遊びに来てくださいね。

今月のテーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことがある

方はお越しください。 次回　5月8日［月］です。

4月10日［月］
会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は事前にご連絡ください。

子どもの育児相談・栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、高血圧などの相談
心の健康相談

4月11日［火］
平成14年12月生

受付時間
13：00～14：00

対象

5月 9日［火］
平成15年1月生対象

6月 6日［火］
平成15年2月生対象

乳児健診・予防接種

健康相談日健康相談日
保健センターでは、

月に１回、
健康相談日を
設けました。
お気軽に

ご利用ください。

※平成16年11月生以前のお子さんでポリオ予防
接種が終わっていない方も接種できます。（ただ
し、満7歳6か月未満の方に限ります。）

子育て支援センター

カンガルーム内灘
からのお知らせ

TEL

286-3739
子育て支援センター

カンガルーム内灘
からのお知らせ

０歳から３歳までの
遊びの教室

各年齢ごとで制作や遊びの活動に楽しく取り組みます。
・あおパンダクラブ―２歳児クラス（H１５．４～H１６．３生まれの方対象）
・きパンダクラブ　―１歳児クラス（H１６．４～H１７．３生まれの方対象）
・ピンクパンダクラブ―０歳児クラス（H１７．４～生まれの方対象）
※各クラスにより開催日時が異なりますので広報・ホームページ等でご確認ください。
※今月のパンダクラブはお休みさせていただきます。５月よりスタートしますので

お楽しみに！

親子で絵本やわらべうたを
楽しみましょう

4月27日［木］10：30～11：30 カンガルーム内

カンガルームに助産師さんがやって
きます。育児のこと身体の事など、
何でもお気軽にご相談下さい。

4月25日［火］10：30～12：00

手遊び・おはなし・体操など親子で
お気軽にご参加下さい

4月14日［金］・21日［金］・28日［金］
毎金曜日 10：30～10：45 15：00～15：15
※4月7日（金）のおいでおいではお休みさせていただきます。

◎お花見ランチ・・・お弁当持って桜の下でランチしませんか？

４月１２日（水） １１時３０分に保健センター横の公園

（ハマナス公園）に集合して下さい。

持ち物：お弁当・水筒・敷物・おしぼり

その他各自必要な物

※ 天候・気温により、カンガルーム内での食事に変更となります。

◎ 親子体操教室（要予約）・・・親子で気持のいい汗をかきませんか

４月２２日（土）１０時３０分～１１時００分（定員１５組）

２歳児（H１５．４～H１６．３生まれの方）対象の

教室です。

※ 親子とも動きやすい服装でお願いします。
※ 事前に参加申し込みが必要ですので参加希望の方はカンガルームまで
（定員になり次第締め切らせていただきます）

今月の催し物

（ ）



向粟崎
アカシア
旭ヶ丘
緑 台
千鳥台
向陽台
鶴ヶ丘1、2、3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大根布

３才児 ４か月児１才６か月児

21
2006.4.5

ヘ
ル
ス
カ
レ
ン
ダ
ー

1,699

444

427

783

1,313

745

1,595

962

659

1,655

1,790

552

480

851

1,364

823

1,664

1,035

695

1,701

3,489

996

907

1,634

2,677

1,568

3,259

1,997

1,354

3,356

1,183

364

332

601

882

538

1,119

730

520

1,143

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成18年2月末

大清台
大学
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

503

385

389

429

209

527

221

78

13,023

△10

470

584

400

448

213

532

257

81

13,940

0

973

969

789

877

422

1,059

478

159

26,963

△10

459

532

283

267

128

321

147

51

9,600

6

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

平成18年度 ヘルスカレンダー 内 町保健センター

●対象の方には、「お知らせ」「健診のおたずね」などを、郵送いたします。

●対象の方には、「お知らせ」「予診票」などを、郵送いたします。
●個別接種（ＤＰＴ３種混合／麻疹・風疹混合ワクチン／日本脳炎）については、
指定医療機関で接種します。該当年齢になりましたら、順に「接種券」「予
診票」などを郵送いたします。

《注意事項》
＊結核予防のための接

種です。

＊接種期間は生後６か

月までです。

＊接種後４週間は他の

予防接種は受けられ

ません。

《注意事項》
＊ポリオ（急性灰白髄炎）予防のための接種です。

＊接種期間は、生後90か月（７才６か月未満）までです。

＊６週間以上の間隔で２回経口投与します。

＊接種後４週間は他の予防接種は受けられません。

会場s内 町保健センター 受付s13：00～14：00 会場s内 町保健センター 受付s13：00～14：00

予 防接種（集団接種）乳 幼児健康診査

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2月

3月

４月11日（火）

対象14年12月生

５月９日（火）

対象15年１月生

６月６日（火）

対象15年２月生

７月11日（火）

対象15年３月生

８月８日（火）

対象15年４月生

９月12日（火）

対象15年５月生

10月10日（火）

対象15年６月生

11月７日（火）

対象15年７月生

12月５日（火）

対象15年８月生

１月９日（火）

対象15年９月生

２月６日（火）

対象15年10月生

３月６日（火）

対象15年11月生

４月18日（火）

対象16年９月生

５月16日（火）

対象16年10月生

６月13日（火）

対象16年11月生

７月18日（火）

対象16年12月生

８月22日（火）

対象17年１月生

９月19日（火）

対象17年２月生

10月17日（火）

対象17年３月生

11月14日（火）

対象17年４月生

12月12日（火）

対象17年５月生

１月16日（火）

対象17年６月生

２月13日（火）

対象17年７月生

３月13日（火）

対象17年８月生

４月25日（火）

対象17年12月生

５月23日（火）

対象18年１月生

６月20日（火）

対象18年２月生

７月25日（火）

対象18年３月生

８月29日（火）

対象18年４月生

９月26日（火）

対象18年５月生

10月24日（火）

対象18年６月生

11月21日（火）

対象18年７月生

12月19日（火）

対象18年８月生

１月23日（火）

対象18年９月生

２月20日（火）

対象18年10月生

３月20日（火）

対象18年11月生

ＢＣＧ接種 ポリオ生ワク投与

４月３日（月）

対象17年12月生

５月８日（月）

対象18年１月生

６月５日（月）

対象18年２月生

７月３日（月）

対象18年３月生

８月７日（月）

対象18年４月生

９月４日（月）

対象18年５月生

10月２日（月）

対象18年６月生

11月６日（月）

対象18年７月生

12月４日（月）

対象18年８月生

１月15日（月）

対象18年９月生

２月５日（月）

対象18年10月生

３月５日（月）

対象18年11月生

①４月24日（月）

対象16年12月～17年２月生【２回目】

②５月15日（月）

対象17年３月～17年５月生【２回目】

③５月22日（月）

対象17年６月～17年８月生【１回目】

④５月29日（月）

対象17年９月～17年11月生【１回目】

①９月25日（月）

対象17年６月～17年８月生【２回目】

②10月16日（月）

対象17年９月～17年11月生【２回目】

③10月23日（月）

対象17年12月～18年２月生【１回目】

④10月30日（月）

対象18年３月～18年５月生【１回目】

H18年

4月

H19年

1月
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医04月19日［水］

05月17日［水］
04月20日［木］
05月18日［木］

04月21日［金］
05月19日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

ごみ搬出量平成18年2月分

514.89
（△ 76.92）

17.85
（＋ 5.79）
532.74

（△ 71.13）
19.76

（△ 2.63）

16.25
（△ 10.59）

もえるごみ
（対前月比）

平成18年

482.96
（△ 82.03）

504.40
（△ 82.28）

14.27
（△ 5.64）

平成17年

＋ 31.93

＋ 28.34

＋ 1.98

差引（ － ）

＋ 6.61％

21.44
（△ 0.25） △ 3.59 △ 16.74％

18.71
（△ 3.06） ＋ 1.05 ＋ 5.61％

＋ 5.62％

＋ 13.88％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

計
（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

4月～5月

未来のためのリサイクル

A A BB

◆5月3日～5日は、ごみの収集はありません。

5月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

4月
もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ 資源物 資源物

12

12

12

12

14

14

14

7

14

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

10

10

10

10

11

11

11

4

11

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

5 3

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ

17

17

17

17

12

12

12

12

12

12

12

12

12

10

10

10

10

10

10

8

8

8

8

9

9

9

2

9

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

10 1
30

11:00～12:00
18:30～19:30

23
19:00～20:00

23
18:30～19:30

23
19:00～20:00

23
19:30～20:30

18
19:00～20:00

18
20:00～21:00

18
19:00～20:00

19
6:30～7:30

26
6:30～7:30

25
19:00～20:00

25
19:00～20:00

21
8:00～8:30

30
8:00～9:00

30
19:00～20:00

30
18:30～19:30

30
19:00～20:00

30
19:00～20:00

30
19:00～20:00

30
18:30～19:30

25
11:00～12:00
18:30～19:30

18
19:00～20:00

18
18:30～19:30

18
19:00～20:00

18
19:30～20:30

20
19:00～20:00

20
20:00～21:00

20
19:00～20:00

21
6:30～7:30

28
6:30～7:30

27
19:00～20:00

27
19:00～20:00

23
8:00～8:30

25
8:00～9:00

25
19:00～20:00

25
18:30～19:30

25
19:00～20:00

25
19:00～20:00

25
18:00～19:00

25
18:30～19:30

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

問い合せ先

4月23日［日］
【次回の予定　6月18日（日）】

午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）

場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）

いこま眼科医院 久保医院（内・小）

なかお医院（内）

松岡医院（内・小）

秋山クリニック（胃腸・内・肛門）

船木整形外科医院

サンクリニックやまだ（小・内）

津幡町津幡ニ522 TEL.289-4175

かほく市七窪ハ17-6 TEL.283-6655

津幡町越中坂90 TEL.288-1013

内 町ハマナス1-8-1 TEL.286-8843

かほく市白尾イ44-1 TEL.283-4353

津幡町潟端461-10 TEL.289-3929

かほく市宇野気ヌ167 TEL.283-0017
藤井産婦人科医院
内 町向陽台1丁目225 TEL.238-5151
宗平内科医院（内・循・神内）
津幡町井上の荘2丁目1-1 TEL.288-7600
保志場医院（産婦・内・小）
かほく市高松ノ90甲 TEL.281-0069
カセノ内科医院
かほく市木津に140-4 TEL.285-0008
山田耳鼻咽喉科医院
津幡町津幡ロ5-10 TEL.288-2084
中田内科病院
かほく市内日角6丁目35-1 TEL.283-1121
柴田クリニック（小・皮）
津幡町加賀爪ホ286 TEL.289-2572
河北中央病院（内）
津幡町津幡ハ104 TEL.289-2117
かねだ医院（内・神経内）
かほく市高松ヲ2-6 TEL.281-1164

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

16［日］

23［日］

29［土・祝］

4月
April

9［日］
30［日］

5［金・祝］

4［木・休］

7［日］

5月
May

3［水・祝］

土島整形外科医院

おおたクリニック（内・小）
内 町旭ケ丘148 TEL.238-4858

津幡町太田は112 TEL.288-6000
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

こ
ん
に
ち
は
、
は
じ
め
ま

し
て
。
私
は
お
花
の
講
師
を

し
て
い
ま
す
が
、
町
で
の
活

動
と
し
ま
し
て
は
公
民
館
で

の
教
室
の
開
催
、
と
き
に
は

幼
稚
園
な
ど
で
出
張
教
室
も

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん

か
ら
ご
高
齢
の
方
に
至
る
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
教
室
で
は
私
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
皆
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
そ
の
人

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
を
少
し
で
も
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も

の
を
表
現
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る
と
い
う
満
足
感
を
得
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
。
以
前
公
民
館
で
教
室
を
開
催
し
た
時
の
こ
と
な
ん

で
す
が
、
あ
る
年
配
の
方
が
「
自
分
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
、
転

ん
で
も
作
品
は
離
さ
な
い
よ
」
と
一
緒
に
参
加
し
た
お
友
達
と
帰
っ

て
い
っ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
教
室
で
は
皆
さ
ん
が

作
品
制
作
に
集
中
す
る
時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
解
消
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

冬
季
の
除
雪
車
で
の
活
動
は
と
て
も
助
か
る

の
で
す
が
、
家
の
前
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
の

塊
の
処
分
に
も
、
も
う
少
し
手
助
け
い
た
だ
け

た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

次回のまいどさんは
恒田さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

中
井
士
郎
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

恒
田
純
子
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
ね

だ

じ
ゅ
ん

こ な
か

い

し

ろ
う

平
成
18
年
3
月
10
日
迄

恒田純子さん

南み
な
み

龍
り
ゅ
う

太た

西
荒
屋

前ま
え

川か
わ

美
奈
子

み

な

こ

加
賀
市

小お

田だ

茂し
げ

樹き

大
根
布
１

發ほ
っ

知ち

千ち

香か

七
尾
市

松ま
つ

田だ

圭け
い

介す
け

大
根
布
７

松ま
つ

岡お
か

里り

佳か

大
根
布
８

竹た
け

田だ

順
じ
ゅ
ん

平ぺ
い

大
根
布
８

元も
と

木き

佑ゆ

佳か

大
根
布
８

森も
り

口ぐ
ち

泰や
す

敬ひ
ろ

向
粟
崎
３

や
な
ぎ

谷や

亜
由
香

あ

ゆ

か

白
山
市

浜は
ま

本も
と

春は
る

樹き

大
清
台

紙か
み

谷た
に

絵え

美み

鶴
ケ
丘
２

た
か

橋は
し

一い
ち

郎ろ
う

向
粟
崎
４

抔ふ

本も
と

か
す
み

向
粟
崎
４

竹た
け

内う
ち

文ふ
み

彦ひ
こ

千
鳥
台
２

吉よ
し

田だ

麻あ
さ

美み

千
鳥
台
２

山や
ま

内う
ち

陽よ
う

介す
け

向
粟
崎
５

岡お
か

本も
と

ま
ゆ
み

向
粟
崎
５

国く
に

田た

亘
わ
た
る

向
粟
崎
４

上う
え

田だ

真
由
美

ま

ゆ

み

向
粟
崎
４

小こ

松ま
つ

直
た
だ
し

金
沢
市

清し

水み
ず

美み

果か

鶴
ケ
丘
３

中な
か

田た

秀ひ
で

敏と
し

ハ
マ
ナ
ス
２

時と
き

長な
が

ひ
と
み

ハ
マ
ナ
ス
２

吉よ
し

田だ

雅ま
さ

英ひ
で

向
粟
崎
５

能の

登と

真
理
子

ま

り

こ

鶴
ケ
丘
１

吉よ
し

本も
と

弘ひ
ろ

之ゆ
き

大
根
布
８

村む
ら

上か
み

あ
ゆ
み

大
根
布
８

氏

名

父
・
母

住

所

山
川

や
ま
か
わ

冴
麗

さ

ら

大
・
亜
紀
子

千
鳥
台
４

伊い

藤と
う

春は
る

咲さ

正
宏
・
育

鶴
ケ
丘
１

目
木

め

き

結ゆ
い

奈な

毅
・
奈
美
子

鶴
ケ
丘
２

桐
か
た
ぎ
り

真ま
な

大と

智
康
・
千
亜
希

向
陽
台
２

岡お
か

野の

李も
も

音ね

篤
・
麻
由
美

西
荒
屋

浅あ
さ

田だ

知
那

ち

な

名
知
・
奈
知

北
部
土
地
区
画

瓜う

生
り
ゅ
う

遥は
る

人と

伸
一
・
好

鶴
ケ
丘
３

北
川

き
た
が
わ

由
菜

ゆ

な

友
二
・
倫
子

鶴
ケ
丘
４

神こ
う

頭ず

黎れ
い

達
矢
・

鶴
ケ
丘
４

黒く
ろ

田だ

杏あ
ん

利り

秀
人
・
美
江

西
荒
屋

堀ほ
り

侑
惺

ゆ
う
せ
い

有
行
・
千
佳

ハ
マ
ナ
ス
２

茨い
ば
ら

木き

悠ゆ
う

司し

忠
和
・
瑞
穂

千
鳥
台
４

桜さ
く
ら

井い

智と
も

生き

日
出
男
・
亜
子

鶴
ケ
丘
５

八は
っ
さ
き

駿は
や

翔と

向
陽
・
由
佳

鶴
ケ
丘
１

西
方

に
し
か
た

周
し
ゅ
う

輝き

広
希
・
瞳

大
根
布
３

氏

名

住

所

年

齢

本ほ
ん

間ま

ま
さ
子こ

大
根
布
５

47
歳

吉よ
し

野の

貢
み
つ
ぐ

向
粟
崎
１

75
歳

と
く

田だ

キ
ク
ヱ

向
粟
崎
３

88
歳

福ふ
く

田だ

美
代
子

み

よ

こ

千
鳥
台
１

98
歳

四
柳

よ
つ
や
な
ぎ

辰た
つ

雄お

千
鳥
台
２

78
歳

岡お
か

野の

栄
美
子

え

み

こ

西
荒
屋

62
歳

阿
部

あ

べ

喜き

六ろ
く

旭
ケ
丘

76
歳

北
川

き
た
が
わ

外
好

そ
と
よ
し

向
粟
崎
２

68
歳

黒
橋

く
ろ
は
し

光み
つ

枝え

鶴
ケ
丘
５

79
歳

島
口

し
ま
ぐ
ち

制せ
い

機き

千
鳥
台
２

63
歳

橋
本

は
し
も
と

敏と
し

夫お

鶴
ケ
丘
３

79
歳

山や
ま
ざ
き

慶け
い

治じ

鶴
ケ
丘
４

62
歳

濱は
ま

秀ひ
で

子こ

鶴
ケ
丘
４

88
歳

田た

中な
か

利と
し

秋あ
き

大
根
布
６

61
歳

中な
か

本も
と

雅ま
さ

之ゆ
き

大
学
２

62
歳

田た

中な
か

實
み
の
る

西
荒
屋

64
歳

源
信

げ
ん
し
ん

滝
藏

た
き
ぞ
う

向
粟
崎
４

92
歳
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●広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL（076）286-6753
●内 町のホームページが新しくなりました。どうぞ御活用ください。

http://www.town.uchinada.lg.jp/

私
も
こ
れ
ま
で
何
号
か
の
広

報
う
ち
な
だ
の
発
行
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
印
刷
の
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
す
と
き
は
、
怖
い

と
い
う
か
い
つ
も
緊
張
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
ま
す
。「
何
度
も

み
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け

ど
、
も
う
間
違
い
は
な
い
よ
ね

（
ド
キ
ド
キ
）」と
思
い
な
が
ら

の
校
正
終
了
の
瞬
間
。
毎
月
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は

慣
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｋ．

Ｋ．

『
菜
の
花
や
　
月
は
東
に

日
は
西
に
』蕪
村
の
こ
の
句
は
、

一
面
の
菜
の
花
畑
を
挟
ん
で

相
対
す
る
月
と
日
を
想
像
さ

せ
、
春
の
彼
岸
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
風
景
と
し
て
好
き
な
句

で
す
。
▼
さ
て
、
卒
業
・
入
学
・

転
勤
・・・
春
は
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

は
じ
け
る
笑
顔
の
裏
の
ど
き

ど
き
す
る
不
安
。
月
日
が
巡
る

ご
と
に
、
ど
き
ど
き
は
、
た
め

息
に
変
わ
っ
て
い
き
・・・
▼『
春

の
海
　
ひ
ね
も
す

の
た
り

の
た
り
か
な（
蕪
村
）』内

は

海
の
町
。
砂
浜
で
日
が
な
一
日

海
を
眺
め
て
、
の
ん
び
り
過
ご

す
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
持
ち

た
い
で
す
ね
。

M．

K．

うちなだの軌跡
今月のハイライト

アスパラガスの缶詰工場建設
昭和39年秋

第11回

かつて、町を挙げてアスパラガス栽培が推進さ
れていたことをご存知でしょうか。滋賀県新海町
アスパラガス生産組合の指導のもと、昭和36年
より砂丘地での栽培が始まり、昭和39年秋には
現在の緑台１丁目にアスパラガス缶詰加工工場が
建設されました。砂地で西洋野菜を栽培すること
は画期的なことでした。当時の主流は日光を当て
ずに栽培する白肌のアスパラガスで、これを缶詰
に加工して世界に出荷すれば、国内はもとより全

世界に内 の名が知れ渡ると、地元の期待は大い
に盛り上がりました。しかし乳白色のアスパラガ
スは管理が難しく、また鮫肌（表面が鮫の皮のよ
うにざらざらしたもの）が多く出現するなど、安
定した生産を維持することは困難を極めました。
皮肉にも工場建設時期をピークに次第に生産量は
減少していき、砂丘地は畑作から宅地造成へと舵
取りを変えていきます。


